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市長メッセージ 

「市民が市民のためにわかりやすく作った日野市財政白書」発行にあたって 
 

 

『市民がつくった日野市財政白書』ができました。 

参画された市民の皆様のご努力にこころから敬意を表します。 

「市の財政状況について、市民の目線で分析し、市民のことばで語ってもらう。 

そんな『白書』ができないか？」 

私は、常々こう思っていたところであります。 

 行政用語で溢れた『行政の一人相撲』という形になることを避けたいと考えたからです。 

したがって、『市民と行政の協働』としながらも、行政側は資料の提供と意見の調整に留

めるようにしました。 

 市民には分かりにくいと言われる公会計を十分に理解し、的確な分析を行った上で市民

の負担についても忌憚のない提言を戴きました。 

 結果として、画期的な「白書」ができたのではないでしょうか。 

日野市を愛する気持ち、日野市を真剣に考えて戴いている気持ちを私どもは十分に受けと

め、よりよい行政を目指して、更に努力して参りたいと考えます。 

 

 

 

平成１７年６月 

日野市長 馬場 弘融 
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はじめに 
 

 

財政危機って本当？ 

「日野市は本当に財政危機なの？豊かな自治体じゃ

なかったの？」と思っている方も多いと思います。

しかし残念ながら実態は借金が９８４億円（平成１

５年度末）に達し、ピンチに瀕しています。 

また、景気の低迷や高齢化社会の到来により市税収

入が落ち込む一方で、今後も社会福祉や社会基盤整

備の費用は、増加の傾向にあり、借金は拡大すると

予測されています。 

 

 

財政危機を回避するために 

このようなピンチに直面している日野市の財政を回

復していくには、市が行財政改革に真剣に取り組み、

人件費も含めた抜本的な経費削減と、計画事業や市民サービスの見直しなどを推進し続けていくことは

必要です。 

しかしそれだけではなく、市民一人一人が、市の財政状況に、自分の家計と同じくらい関心をもち、知

恵を出し合い行動することが重要です。 

私達「日野市健全財政を考える会」は、多くの市民の方々に日野市の財政状況を理解して頂くため

に、２００２年５月日野市広報に「市民財政レポート」を掲載し、２００３年１０月に公民館で市

民説明会を開催してきました。 

このたび、日野市の平成１５年度決算を市民の視点から分析し、この「日野市財政白書」を作成し

ました。この白書では、第１編の総論で「日野市財政の全体像」を説明し、第２編の各論で、まず

は財政現状を紹介した上で、今後日野市の財政運営上の最重要課題となる①福祉・教育分野、②イ

ンフラ整備、③歳入増加施策について、その具体的な内容を解説しています。 

この白書で掲げた主要課題を中心に、これから市民と行政が協力して、市の財政健全化に向け、市や市

民や企業がそれぞれなにをなすべきかを議論し、行動していくことが必要になります。 

 

 

財政健全化に向けた取り組みは 

財政を健全化することは、単純には「収入を増やし、支出を減らすこと」です。しかし、この健全化の

究極の目標は、「市民一人一人が自立した、豊かで安全な生活環境を創ること」だと考えます。 

このため、当会では、①市税収入確保への取組み（街の活性化策や企業活動支援等）、②福祉や行

政サービスの見直し、③今後の社会基盤整備の在り方、④行財政改革の推進と監査の方法、などを

議論しています。 

その議論の中では、例えば市民が身近でできることとして、「日野市でできるだけ買い物をしよう」、

「なるべく地元企業の商品を買おう」や、「市からのサービスはタダでないこと（断る勇気）を意

識しよう」、「市の行財政運営を市民の目でチェックしよう」などを市民行動計画として、具体的

に推進しようと考えています。 

 

この行動計画の作成と実行に、多くの市民の力を結集して、「日野いいプラン２０１０（基本構想・基

本計画）」を確実に実現させ、我々の将来や子孫の未来のために、「住みいいまち、ここちいいまち、

いきいきのまち、日野」を創っていきましょう。 
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是非、多くの市民の方々が当会にご参加され、財政健全化に向けて共に行動して頂くことを切に希望し

ています。 

当会の連絡先を、以下に記載しますので、お気軽にご連絡ください。 
 

 

平成１７年６月 

日野市健全財政を考える会 

代表 菊地 修       

副代表 石塚辰郎、向野 隆 

 

連絡先:日野市企画部財政課 

e-mail:zaisei@city.hino.tokyo.jp 

健全財政を考える会とは、 

 

「日野いいプラン２０１０（基本構想・基本計画）」

を確実に実現するために作られた市民、行政協働

のプロジェクトチームです。 
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